
　
九
月
二
四
日

　
十
時
大
学
建
築
学
科
会
議
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
連
日
の
会
議
。
午
後
雑
用
。

十
六
時
内
閣
府
に
て
沖
縄
の
件
。
名
護
市
名
桜
大
学
理
事
長
比
嘉
鉄
也
氏
等

と
会
談
。
計
画
を
前
に
進
め
る
。
十
八
時
過
世
田
谷
へ
。

　
九
月
二
五
日

　
生
活
雑
貨
を
進
め
る
手
段
を
考
え
よ
う
。
九
時
地
下
で
ス
タ
ッ
フ
と
無
駄

話
し
。
無
駄
話
し
が
無
駄
の
マ
マ
で
は
と
も
思
わ
ぬ
で
も
な
い
が
、
無
駄
は

あ
る
種
の
油
で
あ
る
と
言
う
俗
論
も
あ
る
か
ら
ね
。
午
前
世
田
谷
午
後
大
学

夜
世
田
谷
と
い
う
一
日
を
三
分
割
し
て
暮
ら
す
と
い
う
考
え
は
軌
道
に
乗
っ

て
き
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
は
疲
れ
る
。
十
四
時
大
学
。
一
日
の
何
時

間
を
移
動
に
費
や
し
て
い
る
か
、
移
動
し
て
い
る
時
間
の
使
い
方
を
ど
う
に

か
し
な
く
て
は
。
そ
ん
な
に
時
間
が
た
っ
ぷ
り
残
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。

　
十
五
時
半
雑
用
を
終
え
て
三
年
生
の
特
別
講
議
。
ま
だ
正
式
に
は
秋
授
業

は
始
ま
っ
て
い
な
い
が
、
ヘ
ソ
曲
が
り
で
た
っ
た
八
名
の
学
生
の
為
に
レ
ク

チ
ャ
ー
と
設
計
指
導
を
行
う
。
我
な
が
ら
熱
心
で
あ
っ
た
。
十
七
時
十
五
分

修
了
。
ポ
カ
リ
と
時
間
が
あ
い
た
の
で
読
書
。
十
八
時
半
千
駄
ヶ
谷
で
原
口

古
川
両
氏
と
会
食
。
二
二
時
半
世
田
谷
に
戻
る
。
原
口
氏
よ
り
住
宅
の
相
談

受
け
る
。

　
九
月
二
六
日

　
六
時
起
床
。
屋
上
菜
園
に
サ
ン
マ
の
頭
な
ど
埋
め
る
。
こ
の
と
こ
ろ
い
ま

北
の
海
で
漁
に
い
そ
し
ん
で
い
る
ハ
ン
マ
や
鳴
子
の
吉
田
さ
ん
か
ら
た
て
続

け
に
サ
ン
マ
が
送
ら
れ
て
き
た
の
で
連
日
サ
ン
マ
を
食
べ
て
い
た
。
そ
れ
で

サ
ン
マ
の
頭
を
ゴ
ッ
ソ
リ
埋
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
先
日
種
ま
き
し
た
ス
イ

ー
ト
ピ
ー
の
芽
が
沢
山
生
え
出
て
い
た
。
今
年
咲
い
た
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
の
種

を
今
日
ま
い
た
。
九
時
地
下
打
ち
合
わ
せ
。
十
一
時
大
学
人
事
小
委
員
会
。

大
事
な
会
議
で
あ
っ
た
。
十
三
時
教
室
会
議
。
十
五
時
修
了
。
教
授
会
は
欠

席
す
る
。
丹
羽
君
の
自
転
車
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
ん
で
い
る
。

　
ｍ
ｅ
ｍ
ｏ
十
一
月
号
を
パ
ラ
パ
ラ
と
繰
っ
て
い
た
ら
、
鈴
木
さ
ん
の
連
載

「
場
所
に
聞
く
」
世
界
の
中
の
記
憶
を
見
つ
け
た
。
ワ
イ
マ
ー
ル
の
ジ
ェ
ニ

ウ
ス
・
ロ
キ
を
書
い
て
い
る
。

　
九
月
二
七
日

　
夕
方
気
仙
沼
高
橋
工
業
社
長
来
世
田
谷
。
巨
大
遊
具
そ
の
他
の
打
合
わ
せ
。

彼
は
そ
の
ま
ま
世
田
谷
泊
り
。

　
九
月
二
八
日

　
午
後
大
学
。
中
里
和
人
氏
と
新
連
載
の
企
画
を
相
談
。
一
週
間
以
内
に
企

画
を
持
ち
寄
ろ
う
と
い
う
事
に
な
っ
た
。
十
五
時
設
計
製
図
講
評
会
。
十
九

時
三
〇
分
修
了
。

　
九
月
二
九
日
　
日
曜
日

　
十
時
星
の
子
愛
児
園
巨
大
遊
具
位
置
出
し
。
中
沢
先
生
立
ち
会
い
。
変
更

部
分
高
橋
工
業
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
。
十
二
時
半
修
了
。
明
日
の
全
体
会
議
の
指
示
は
。

具
体
的
な
指
示
を
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
毎
に
せ
ず
ば
な
る
ま
い
。
夜

原
口
氏
来
宅
。
再
び
住
宅
の
相
談
を
受
け
る
。
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九
月
三
〇
日

　
九
時
世
田
谷
地
下
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
と
い
う
よ
リ
も
各
自
に
指
示
出
し
。

藤
森
照
信
の
労
作
「
丹
下
健
三
」
昨
日
読
了
。
丹
下
が
偉
大
で
あ
る
の
は
確

然
と
し
て
い
る
が
、
大
分
前
か
ら
私
は
別
の
径
を
採
択
し
て
い
る
の
で
、
揺

ら
ぎ
は
な
い
。
藤
森
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
そ
の
他
長
い
間
丹
下
さ
ん
と
付
き
合

っ
て
、
そ
の
よ
う
な
事
実
に
辿
り
着
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

大
谷
幸
夫
、
磯
崎
新
の
川
合
健
二
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
が
興
味
深
か
っ
た
。

大
商
人
の
資
質
の
カ
ケ
ラ
を
磯
崎
は
川
合
に
嗅
ぎ
と
っ
て
い
た
の
が
知
れ
た
。

実
に
川
合
は
今
風
に
言
え
ば
先
端
技
術
の
ブ
リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
に
巧
み
で
あ
っ

た
と
同
時
に
経
済
の
事
、
技
術
の
コ
ス
ト
に
つ
い
て
も
敏
感
で
あ
っ
た
。
そ

う
い
う
人
間
は
商
才
が
自
然
に
身
に
備
わ
っ
て
し
ま
う
の
は
宿
命
な
の
だ
。

私
に
は
遂
に
商
才
が
何
故
か
備
わ
ら
な
か
っ
た
な
。
数
字
を
本
能
的
に
嫌
う

か
ら
だ
。
経
済
は
数
字
の
戯
れ
を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
把
握
す
る
世
界
だ
か
ら

な
。

　
十
三
時
大
学
中
国
の
件
打
ち
合
わ
せ
。
　
野
村
よ
り
提
案
あ
り
。
風
水
に

基
づ
い
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
。
磯
崎
の
海
市
は
良
く
で
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
。
な
ん
ら
か
の
形
式
で
継
続
さ
せ
る
手
段
を
考
え
て
い
る
。
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